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＜連絡事項＞

· 本日午後、福田看護師（南病棟勤務）がローテーションとして通所に入る。

· 2/14の午後、東北メディカル学院・作業療法学科の実習生が通所を見学する。

· 電算化委員会～ＷＩＺのスケジュール表に次の勤務表（2/16～3/15）を、各自入力すること。

· 昨日、関係機関との情報交換について話し合った結果、以下の事が決まった。

①患者様が利用している全ての機関（青明舎は登録に関係なく）にメールで必ず情報提供する。

　（青明舎・青山荘・外来・病院ＳＷ・訪問看護・うみねこ幸房など）

②今後、地域での処遇検討結果は通所グループにも送信してくれるとの事。

③通所カンファレンス記録・日誌は来週から地域にも回覧する。地域からも同様に回覧ある為、目

　を通す事。（一括回覧できるようガバナーに連絡する）

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～頭痛の訴えありカロナール処方される。

· 大釜　久直様～「最近、尿失禁がある…」等と話されている。

· 田名部一樹様～まだ風邪がよくならない為、今週デイケアを休んだとのこと。

· 伊藤　雄一様～「現在、岩手県に住所があるが、癌検診などを受ける為に住所を移したい」と話す。　

八戸市でも可能な為、来週に血液・尿検査施行予定。

· 八木橋　牧男様～昨日、一昨日とナイトケアを欠席したとの事。眼瞼が少しむくんでいたが職場の　　　

話し（郵便局の民営化について）をハキハキと主治医にされていた。

· 関口　禅様　～現在、日赤病院通院中だが弟に相談し、当院への転院を考えているとの事。

＜利用者様情報＞

· 村井　節子様～腰痛の為、デイケアを休んでおり、青明舎スタッフが自宅訪問。今後も青明舎の訪　

問する事を了解したとの事。本人は「明日か明後日にデイケアに行こうかな？と思っていた」と話していたとの事。本日は腰痛の為、デイケア欠席している。

· 馬渡　武光様～食事でご飯を盛る際、丼の底の方は圧縮し表面を軽く盛り付け多く摂取しようとす　　　　　　　

る事あり。糖尿病もある為、食事制限が守れるよう注意して観ていく事。

（丼込みで340ｇが本人の量）

· 柳町　信之様～昨日は連絡なくナイトケア欠席している。スタッフより連絡すると「行ってもいい　　　　

んですが、身体が言う事聞かない。外来で先生にナイトケアに言ってるか聞かれたので『はい』と答えました」と話される。スタッフより昨日の通所のみで利用していない事を説明すると「もう行けないかもしれない」と話している。ナイトケア利用に関して外来主治医に相談するよう促している。

＜事例検討１＞

清水　秋男様（56）　統合失調症　

デイナイトケア利用中（利用開始後5年2ヶ月）青風荘入居中

○治療計画

　プログラムの意欲が感じられない為、本人への役割を与え、更に視覚的な面でも興味が持てるように援助していく。又、他メンバーとの交流が少ない為、レｒクリエーション・ミーティングを通じて交流を増やしていけるよう支援していく。

○現状

· 本人は将来的な目標に「仕事」と話している。

· 普段はぼんやりしている事が多い。

· 右耳の聞こえが悪い為、聞きなおすことが多い。

· 役割を与えると比較的、積極的に参加している。

· デイナイトメンバーの中村与一郎様から話し掛けられる機会が多いが、自分からの交流は少ない。

· 過去に「パソコンをやりたい」と話し、新聞記事を作成していた事があり。

· 余暇は、音楽鑑賞が好きと話している。

· スタッフから挨拶や話し掛ける時は表情良く接している以外は無表情である。

· 料理教室では促すと手際よく調理している。

· 青風荘での様子

～服薬・金銭を自己管理し問題ない。

　日常生活は援助を要さず自立している。

　ミーティングの司会となり担当スタッフとの打ち合わせに頷くが理解はしていない様子

　話が聞こえているのか、無関心なのか他者がわからない時がある。

　休日は中村与一郎様と外出する事がある。

（今後の方針）　⇒本人が出来ていることを評価しレベル維持に努める。

パソコンなど本人が意欲的に取り組めるようなものを提供し、働きかける。

　

＜事例検討２＞

小向　武雄様　（72歳）統合失調症　

デイナイトケア利用中（利用開始後４年７ヶ月）平成13年5月から青風荘入居中

○治療計画

　運動・創作活動・レクリエーションを通じて加齢に伴う能力低下を出来るだけ少なくする。

○現状

· ホール内を歩き回り、独語・放歌あり。

· プログラムには拒否することなく取り組めている。

· 下を向き前傾姿勢で歩き、転倒が懸念される事あり見守り要している。

・　デイナイトメンバーの倉石ヨシエ様・吉田キクエ様が良く声掛けしたり面倒を見ている。

· 青風荘の様子～禁煙してから喫煙室で倒れる事はない。

本人からの今後の希望や目標についての発言はない。

　　　　　　　　　間食の要求は少し多い以外の訴えはない。

　　　　　　　　　靴下の穴が開いていても気にせず着用している。

　　　　　　　　　実家に正月外泊をしている。家族は必要な援助はしてくれる。

　　　　　　　　　血圧は安定している。

（今後の方針）⇒転倒に注意するよう関わり、現状維持に努める。

